
――― 1819 ―――市民が主役の政治を取り戻すために――日本の選挙制度の抜本的改革

選挙と民意を結びつけるために特
集

　

は
じ
め
に

　

日
本
国
憲
法
の
定
め
る
国
民
主
権
原
理
の
下
で
は
、
国
に
お
い
て
も
地

方
に
お
い
て
も
、
政
治
と
行
政
は
国
民
、
住
民
の
信
託
を
受
け
て
行
わ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
古
代
ア
テ
ネ
の
直
接
民
主
制
は
理
想
で
は
あ
ろ
う

が
、
多
数
の
有
権
者
が
一
ヵ
所
に
参
集
す
る
こ
と
が
物
理
的
に
困
難
な
場

合
に
は
、
わ
れ
わ
れ
が
選
挙
で
選
ん
だ
代
表
者
に
主
権
の
行
使
を
委
ね
ざ

る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
市
民＊
１が

主
役
の
政
治
」
と
は
、
こ
の
よ
う

な
「
国
民
主
権
」
の
原
理
に
基
づ
き
、
選
挙
制
度
で
選
ば
れ
た
代
表
者
を

通
じ
て
、「
国
民
の
多
様
な
意
思
を
で
き
る
か
ぎ
り
公
正
か
つ
忠
実
に
国
会

に
反
映
す
る＊
２

」
政
治
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
日
本
の
選
挙
制
度
に
は
、
こ
の
点
で
多
く

の
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
る
。
ま
ず
、
現
在
の
選
挙
制
度
で
は
、
少
な
い
得

票
で
も
多
く
の
議
席

が
与
え
ら
れ
、
し
か

も
、
膨
大
な
死
票
が

生
ま
れ
る
。
そ
の
た

め
、
近
年
、
後
述
す

る
よ
う
に
、
政
府
与

党
の
動
き
が
民
意
と

極
端
に
乖
離
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、「
べ
か
ら

ず
集
」
と
揶や

揄ゆ

さ
れ

る
現
行
の
公
職
選
挙
法
は
、
本
来
自
由
で
あ
る
べ
き
選
挙
運
動
に
対
し
て
、

民
主
主
義
の
先
進
諸
国
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
厳
し
い
規
制
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
政
党
、
候
補
者
だ
け
で
な
く
、
市
民
自
ら
に
よ
る
自

由
な
選
挙
運
動
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、そ
れ
ら
の
結
果
、投
票
率
の
低
迷
や
無
投
票
当
選
の
増
加
、政

治
に
対
す
る
不
信
な
ど
、
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
る＊
３

。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
致
命
的
な
欠
陥
を
も
つ
現

行
選
挙
制
度
に
つ
い
て
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
制
度
を
中
心
に
、
そ
の
問

題
点
と
解
決
方
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。

　

な
お
、
以
下
の
説
明
の
参
考
と
し
て
、
人
口
や
経
済
の
規
模
、
そ
の
歴

史
な
ど
日
本
と
共
通
点
の
多
い
ド
イ
ツ
の
選
挙
制
度
と
の
対
比
を
表
１
に

掲
げ
る
（
説
明
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
後
述
）。

　

一　

衆
議
院
・
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制
の
問
題
点

ア　
「
過
剰
代
表
」

　

現
行
選
挙
制
度
の
問
題
点
の
第
一
は
、
政
党
の
得
票
数
と
獲
得
議
席
数

の
間
に
大
き
な
乖
離
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

選
挙
と
民
意
を
結
び
つ
け
る
た
め
に

市
民
が
主
役
の
政
治
を
取
り
戻
す
た
め
に

―
―
日
本
の
選
挙
制
度
の
抜
本
的
改
革

さ
ま
ざ
ま
な
規
制
に
し
ば
ら
れ
た
公
職
選
挙
法
に
よ
っ
て
、

従
来
の
選
挙
は
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
を
実
現
す
る
場
と
し
て
十
全
に
機
能
し
て
こ
な
か
っ
た
。

﹁
過
剰
代
表
﹂﹁
一
票
の
較
差
﹂
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
の
選
挙
制
度
を
ど
う
改
革
す
れ
ば
、

市
民
が
主
役
の
政
治
を
取
り
戻
せ
る
の
だ
ろ
う
か
。

選
挙
市
民
審
議
会
共
同
代
表
／

弁
護
士

片
木　
淳

か
た
ぎ
・
じ
ゅ
ん

元
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
授
、
元
自
治
省
選
挙
部
長
。
一
九
四
七
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
東
京
大
学
法
学

部
卒
業
。
高
知
県
・
北
海
道
・
大
阪
府
総
務
部
長
、
自
治
省
選
挙
部
長
、
総
務
省
消
防
庁
次
長
等
を
経

て
、
二
〇
〇
三
年
早
稲
田
大
学
、
二
〇
一
七
年
よ
り
虎
ノ
門
法
律
経
済
事
務
所
。
著
書
に
『
公
職
選
挙

法
の
廃
止
―
さ
あ
は
じ
め
よ
う
市
民
の
選
挙
運
動
』（
共
著
、
生
活
社
、
二
〇
〇
九
年
）、『
ド
イ
ツ
の

大
都
市
地
域
圏
』（
市
政
研
究
、
二
〇
一
八
年
夏
号
）
な
ど
多
数
。

表１●ドイツと日本の選挙制度
項目 ドイツ 日本
当選者決定方法 小選挙区・比例

代表併用制（実
質は比例代表制）

小選挙区・比例代表
並立制

選挙運動 文書図画に
よる選挙運
動

自由 刑事罰をもって禁止
な い し 厳 し い 規 制

（ネット選挙を除く）
戸別訪問 刑事罰をもって禁止
立会演説会 第三者によるものは

刑事罰をもって禁止
立候補の
自由

供託金 なし 町村を除き、立候補
のためには多額の供
託金が必要

被雇用者の
立候補

自由、むしろ歓
迎

厳しい制約。とくに、
公務員に対して

被選挙年齢 18 歳以上 25 歳又は 30 歳（参
議院・知事）以上

　

図
１
は
、
前

回
の
衆
議
院
議

員
総
選
挙
（
二

〇
一
七
年
）
に

お
け
る
各
党
議

席
占
有
率
（
全

体
）
と
得
票
率

（
比
例
区
）を
対

比
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
比
例

区
で
三
三
・
三

％
の
得
票
を
得

た
に
過
ぎ
な
い

自
由
民
主
党
が

衆
議
院
の
全
議

席
の
六
〇
・
四

％
を
獲
得
す
る

結
果
と
な
っ
て

い
る（「
過
剰
代

表
」）。
そ
の
分
、

他
の
党
が
「
割

を
食
っ
た
」
の

注１．各党議席占有率は、全体 465 人（無所属議員を含む）に対する率である。
　２．得票率（比例区）は、日本のこころ、幸福実現党、新党大地および「支持政党なし」の各党（比例

区での議席０）を含む全体 55,757,552 票に対する率である。
出典：総務省 HP「政策 > 選挙・政治資金制度 > 第 48 回衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審

査　速報資料」「衆議院議員総選挙結果調」（H29.10.27 確定値発表）により作成

図１●第48回衆議院議員選挙（2017年 10月 22日執行）
　　　：各党議席占有率（全体）と得票率（比例区）
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